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問題解決的な学習とは 

問題解決的な学習とは・・・どのような学習のことなのでしょう？ 

問題解決的な学習とは，図１のような単元の学習過程の構造になっています。児童が単元を通して考え，

理解することができるようにするために，ポイントとなるのは，「単元を貫く学習問題（単元を通して学

習する問題）」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 問題解決的な学習の単元構造 

 

問題解決的な学習のイメージがつかめた方は， 

 

 

「問題解決的な学習」について，更に詳しく知りたい方は， 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h28/01_jugyoukaizen/03_syou_syakai/documents/h27-

28_proken_syo_sya_3point.pdf  （平成 27・28年度の研究成果へリンクします。） 
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○身近な社会的事象と出会う 

児童の実態に合わせ，生活に身近な事象か

ら出会わせましょう。 

○単元を貫く学習問題を見いだす 

児童の「なぜ」「どうなっているの」など

の疑問を基に，調べていくことを決め，学

習の方向性を定めましょう。 

○学習問題に対する予想やこれからの学習計

画を考える 

「何を」「どのように」調べていくのかを児

童の問題意識を大切にしながら考え，児童

の主体的な学習へと導きましょう。 

○予想や学習計画を基に調べる・体験する・

表現する 

見学や調査活動などを通して，児童が主体

的に学習問題の解決に向けて追究できるよ

うにしましょう。 

○調べて分かったことや考えて分かったこと

をまとめる 

学習問題に立ち戻り，分かったことをまと

めさせましょう。 

※新たな学習問題を追究する 

※まとめたことを他者に伝える 

※他の事象と比べて確かめる 

習得した知識を活用させる取組を取り入

れ，学習を充実させましょう。 

○社会的事象について自分の考えをまとめる 

児童自身の言葉で，学習したことをまとめ

させましょう。 
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